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全国学力・学習状況調査結果についての訴知らせ

保護者様

平成 20 年 4 月に小学校 6 年生、中学校 3 年生 を対象に実施 した全国学力・学習状況調査の調査結果がまと

まりま した。 この調査結 果 を踏 ま え、今 後 の本校 の取 り組 み につい て ご説 明 します。

この調査は、①国が、全国的な義務教育の機会均等 と水準向上のため、児童生徒の学力・ 学習状況を把握 ・

分析 し、教育の結果を検証 し、改善を図る ②各教育委員会、学校等が、全国的な状況 との関係 において 自ら

の教育の結果 を把握 し、改善を図る ③各学校が、各児童生徒の学力・学習状況 を把握 し、教育指導や学習の

改善等 に役 立て る とい う 目的 で行 われ てい ます 。

調査 はA 問題 と B 問題 に分かれています。A 問題は、主 として「知識 」に関する問題 で、身 に付けておかな

ければ後の学年の学習内容に影響 を及ぼす 内容、実生活において不可欠であ り、常に活用できるよ うになって

いる こ とが望 ま しい知識・技能 な どを測 る内容 に なって い ます。B 問題 は 、主 と して「活用 」に関す る問題 で 、

知識・技能 を実生活の様々な場面に活用する力、様々な課題解決のための構想を立て、実践 し、評価・改善す

る力 を測 る内容 に なって い ます。

なお、今回の調査 によ り測定できるのは学力の一部分であ り、学校 における教育活動の一側面 にす ぎません。

この調査結 果 に一書 －－憂す るこ とな く、生徒 一人ひ と りの力 をつ け る こ とに、 引き続 き取 り組 んで参 ります 。

保護者の皆様 には、本調査の趣 旨を十分 に理解 した受け止め方を していただけるようお願いいた します。

I 今年唐の調査拓果の概専

①教科学習状況調査結果

＜ 国語結果＞ 全体の傾向

◇ よい状況 と考 え られ る内容

◆指導・改善が必要 と考え られ る内容

＜ 国語 A ＞主 として知識に関す る問題 （本校の平均正答率は 7 3 ． 7 ％です）
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◇イ ンタ ビ ュー の展 開 に即 した質 問 を書 く

◆話の構成 に注意 しなが ら的確に聞 き取 る

◇意見文 に対す る評 価 として適切 な ものを選ぶ

◇適切な段落を設けて、論理的な文章にする

◇論理 の展開の仕方 に即 して、内容を読み取 る

◆歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直 して読む

◇辞 書 を活 用 し漢 字 が 表 して い る意 味 を正 し く と らえ る

－◆文脈 に即 して漢字 を正 しく書 く

＜ 国語 B ＞主 として活用 に関す る問題 （本校の平均正答率は 6 3 ． 2 ％です）

医王≡∃ ◇別 の資料 に書 かれ ている新 しい情報 を選び出 し、条 件に したがって書 き換え る

◆読 み とった情報 を根拠 と して示 しなが ら、自分の立場 を明確 に して意見 を書 く

由◇文章が書かれた目的を考え、表現の仕方の特徴をとらえる

◆文章や グラフか ら必要な情報 を正 しく読み取 る


